
■当資料は、情報提供を目的として、三井住友アセットマネジメントが作成したものです。特定の投資信託、生命保険、株式、債券等の売買を推奨･勧誘す
るものではありません。■当資料に基づいて取られた投資行動の結果については、当社は責任を負いません。■当資料の内容は作成基準日現在のもので
あり、将来予告なく変更されることがあります。■当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、それらは過去の実績及び将来の予想で
あり、今後の市場環境等を保証するものではありません。■当資料は当社が信頼性が高いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完
全性を保証するものではありません。■当資料にインデックス･統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者お
よび許諾者に帰属します。■当資料に掲載されている写真がある場合、写真はイメージであり、本文とは関係ない場合があります。 

■一方、「政党支持率」は自由民主党（自民党）が8月調査の
時点で36.7％となっています。2位が民主党の6.4％なので、
自民党の独走ぶりがうかがえます。野党は、2012年12月の
政権交代以来、離合集散を繰り返しており、与党である自民
党に対する有力な野党が登場しないことが、自民党の独走
を許している面があることも否めません。 

 
■これに対して、支持なし率が39.4％と自民党の支持率を上
回っています。最近1年程度、自民党の支持率と拮抗する水
準を維持しており、現在の政治そのものに対する無関心が
少なからず存在することが示されています。支持なし率は、
現政権に対する不満が強まったときだけでなく、政権が安定
しているときも高水準となる傾向があります。 

内閣・政党支持率(日本) 

2014年8月15日 

内閣や政党に対する国民の支持率は、国政および地方の選挙だけでは把握し切れません。そこ
で、新聞社、放送局、通信社などのマスメディアは、独自の世論調査を適宜行い、内閣と政党に対
する支持率を調査しています。通常は月1回調査が行われますが、政党支持率については総選挙
の前に数回にわたって調査する場合もあり、各社から頻繁に調査結果が発表されます。 

（No.1,393）〈マーケットレポートNo.3,738〉 

景気回復を定着させることは、高い「内閣支持率」
を実現する最短コースです。今年は消費税増税
後の景気動向が注目されています。大勢は年度
後半に駆け込み需要の反動減から持ち直すとの
見方です。しかし、景気回復持続への安心感を増
すために、追加の景気対策や金融緩和が打ち出
されることも場合によっては必要と思われます。 

■消費税増税後の需要反動減を吸収できるか ■地方の景気底上げを実現できるか 

2014年08月14日【キーワード No.1,392】日本のGDP成長率(日本) 
2014年08月11日【キーワード No.1,389】景気ウォッチャー調査（日本） 

安倍内閣支持率は50％前後で推移 
緩やかな低下傾向、アベノミクスの賞味期限切れ？ 

政党支持率は自民党が独走 
有力な野党が乏しい、無党派層が拮抗 

実感できる景気回復の定着と広がりが高支持率への道 

また、アベノミクスの効果による景気回復が全国
に広がることも、支持率を高める重要な方法と思
われます。安倍政権は、アベノミクス第2弾のなか
で地方経済活性化のための法案整備に意欲を示
しています。今後、インフラ整備の充実などを通じ
て地方の景気底上げが実現されれば、「政党支持
率」でも与党支持が高まることが期待されます。 

■ここでは、NHK放送文化研究所が実施している「政治意識月例調査」に基づく「内閣支持率」を用い
ます。最新の8月調査では、安倍内閣の支持率は51％となっています。内閣発足直後の13年1月で
は64％だったので、緩やかな低下傾向をたどっています。7月には47％と初めて50％を割り込みまし
たが、再度50％超を回復しました。 
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